


小学校でのおはなし会を行う際は、プログラムの最後に「ブックトーク（本

の紹介）」を行っていました。

学校でのおはなし会の時間は限られていますから、5分～10分程度の短

いものではありましたが、その日のおはなし会プログラムのテーマに沿った

ブックトークを考えるのはとても難しく、とても楽しい時間でした。

 東京子ども図書館から出版されている「絵本の庭へ」「物語の森へ」を参考に、テー

マに沿った本、年齢にあった本、なおかつ自分が読んでおすすめしたいと思った本。ブッ

クトークを考えているときに新たに出会い、自分のお気に入りにランクインした本も少な

くありません。

 ブックトークをしていて印象的だったのは「自分が読んだことのある本を紹介されると

嬉しそうな子が多い」ということでした。私が本を手に取り表紙を見せるとパッと目を輝

かせて嬉しそうに、少し照れくさそうに、少し自慢げに話を聞いてくれます。紹介に合わ

せてうんうんと頷く子や、おはなし会が終わった後に紹介した本を友達におすすめして

いる子もいました。

「本の紹介」というと、相手が知らない本を紹介しなければと思ってしまいがち

ですが、知っている本を紹介することで子どもがその本への思い入れを強く

して、友達へ紹介する一助になれることもあるのだなぁと勉強になりました。
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